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広報きたかた　2026. ４ 〇2☎広報に記載の市内電話番号 ☎「「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」」と「「高郷町」」との通話には
市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

自主財源
（27.1%）

依存財源
（72.9%）

市債
21億800万円
（7.8%）

使用料及び手数料
2億3,630万円
（0.9%）

財産収入など
2億8,672万円
（1.0%）

繰入金
7億7,450万円
（2.9%）

繰越金
2億円
（0.7％）

諸収入
3億4,233万円
（1.3%）

地方交付税
102億9,105万円
（38.4%）

国庫支出金
31億8,823万円
（11.9%）

地方譲与税など
17億8,563万円
（6.7%）

県支出金
21億5,866万円
（8.1%）

予備費
1億円
（0.3%）

公債費
24億9,689万円
（9.3%）

教育費
26億1,699万円
（9.8%）消防費

10億3,450万円
（3.9%）

商工費
8億7,692万円
（3.3%）

農林水産業費
16億3,425万円
（6.1%） 労働費

1,841万円
（0.1%）

衛生費
30億565万円
（11.2%）

議会費
2億4,062万円
（0.9%）

総務費
42億7,762万円
（16.0%）

民生費
79億9,400万円
（29.8%）

土木費
25億415万円
（9.3%）

市税
53億3,067万円
（19.9%）

分担金及び負担金
9,791万円
（0.4%）

骨格予算とは？
　市長選挙の時期などの関係から
政策的な判断が困難な場合は、経
常的な経費を中心に必要最小限度
の予算計上とします。政策的な経
費の計上を極力抑えることから、
いわゆる「骨格予算」と言われて
います。

　　　　　暮らしに身近な「一般会計」の 予算は268億円
　　　　　市民一人当たり66 万 831 円が使われます （令和８年 2 月 1 日現在の現住人口 4 万 555 人で算出） 令和８年度

予算歳  入

一般会計
　令和８年度当初予算は、予算編
成時期に市長選挙が行われた関係
から、義務的経費や経常的経費、継
続的経費などを中心とし、市総合
計画に基づく諸施策および新規事
業のうち当初予算から措置する必
要のあるものに係る経費などを加
え、骨格予算として編成を行いま
した。
　一般会計予算の総額は、268 億
円で、令和７年度当初予算と比較
して１億 7,300 万円の増となりま
した。

令和８年度予算　～「力強い産業　人が輝く　活力満ちる安心・快適なまち」の実現に向けて～

主
な
歳
入
予
算
の
動
向
を
紹
介
し
ま
す
。

○
市
税

　
個
人
市
民
税
は
賃
金
や
賞
与
な
ど
の

増
に
加
え
、米
買
取
り
価
格
の
上
昇
に

伴
う
所
得
の
増
を
見
込
ん
で
お
り
、法

人
市
民
税
も
業
績
の
伸
長
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、全
体
と
し
て
増
額

と
な
る
見
込
み
で
す
。

○
地
方
交
付
税

　
普
通
交
付
税
は
直
近
の
算
定
結
果
な

ど
を
基
に
し
た
基
準
財
政
収
入
額
、基

準
財
政
需
要
額
の
見
込
み
な
ど
を
勘
案

し
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

○
国
庫
支
出
金

　
扶
助
費
の
増
に
よ
り
生
活
保
護
費
負

担
金
な
ど
が
増
と
な
り
ま
す
が
、都
市

構
造
再
編
集
中
支
援
事
業
補
助
金
の
減

な
ど
に
よ
り
、全
体
と
し
て
は
減
額
と

な
る
見
込
み
で
す
。

●
予
算
編
成
時
期
に
市
長
選
挙
が
行
わ
れ

た
関
係
か
ら
、義
務
的
経
費
や
経
常
的

経
費
、継
続
的
経
費
を
中
心
と
し
、さ
ら

に
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
諸
施
策
お
よ

び
新
規
事
業
の
う
ち
当
初
予
算
か
ら
措

置
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
に
か
か
る
経

費
な
ど
を
加
え
、骨
格
予
算
と
し
て
編

成
を
行
い
ま
し
た
。　

●
骨
格
予
算
に
含
ま
れ
て
い
な
い
新
規
事

業
ま
た
は
政
策
的
判
断
を
要
す
る
事
業

な
ど
は
、肉
付
け
予
算
と
し
て
今
後
の

補
正
予
算
で
追
加
計
上
す
る
予
定
で
す
。

●
骨
格
予
算
で
は
歳
入
が
歳
出
を
上
回
り

財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
計
上
に
よ
り

収
支
の
調
整
を
図
り
ま
し
た
。

○
県
支
出
金

　
学
校
給
食
費
無
償
化
に
伴
う
学
校
給

食
費
負
担
軽
減
交
付
金
の
増
な
ど
に
よ

り
全
体
と
し
て
増
額
と
な
る
見
込
み
で

す
。

○
市
債

　
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
事
業
に
か

か
る
企
画
債
や
水
道
管
路
耐
震
化
事
業

に
か
か
る
出
資
債
な
ど
が
増
と
な
る
こ

と
で
、増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
「
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」、「
地
域
性
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
」、「
だ
れ
も
が
輝
く
ま
ち
づ
く

り
」、「
交
流
と
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
基
本
的
な
考
え
の
も
と
、各
施
策
に
か

か
る
所
要
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

●
主
な
建
設
事
業
と
し
て
、旧
甲
斐
家
蔵

住
宅
整
備
事
業
、橋
梁
長
寿
命
化
事
業
、

豊
川
・
慶
徳
線
道
路
整
備
事
業
、公
営

住
宅
長
寿
命
化
事
業
な
ど
、所
要
事
業

費
を
計
上
し
ま
し
た
。

●
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
で
持
続
可
能
な

財
政
運
営
に
向
け
た
財
政
構
造
の
構
築

を
図
る
観
点
か
ら
、「
喜
多
方
市
財
政
健

全
化
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
５
つ
の
視
点

（「
歳
入
の
確
保
」、「
総
人
件
費
の
抑

制
」、「
公
共
施
設
の
在
り
方
の
見
直

し
」、「
事
業
全
般
の
見
直
し
」、「
各
種
補

助
金
等
の
見
直
し
」）お
よ
び
内
部
管
理

経
費
の
徹
底
し
た
削
減
を
念
頭
に
予
算

の
計
上
を
行
い
ま
し
た
。

問
財
政
課
財
政
班

☎（
24
）５
２
１
３

歳
入
の
概
要

予
算
編
成
の
要
点

歳
出
の
概
要

特別会計予算
区　分 予算額

国民健康保険事業特
別会計 48 億 8,481 万円

後期高齢者医療事業
特別会計 7 億 8,882 万円

介護保険事業特別会計 56 億 8,808 万円

公有林整備事業特別
会計 448 万円

工業団地造成事業特
別会計 7,733 万円

駒形財産区特別会計 1,307 万円

一ノ木財産区特別会計 3,481 万円

早稲谷財産区特別会計 1,522 万円
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自主財源
（27.1%）

依存財源
（72.9%）

市債
21億800万円
（7.8%）

使用料及び手数料
2億3,630万円
（0.9%）

財産収入など
2億8,672万円
（1.0%）

繰入金
7億7,450万円
（2.9%）

繰越金
2億円
（0.7％）

諸収入
3億4,233万円
（1.3%）

地方交付税
102億9,105万円
（38.4%）

国庫支出金
31億8,823万円
（11.9%）

地方譲与税など
17億8,563万円
（6.7%）

県支出金
21億5,866万円
（8.1%）

予備費
1億円
（0.3%）

公債費
24億9,689万円
（9.3%）

教育費
26億1,699万円
（9.8%）消防費

10億3,450万円
（3.9%）

商工費
8億7,692万円
（3.3%）

農林水産業費
16億3,425万円
（6.1%） 労働費

1,841万円
（0.1%）

衛生費
30億565万円
（11.2%）

議会費
2億4,062万円
（0.9%）

総務費
42億7,762万円
（16.0%）

民生費
79億9,400万円
（29.8%）

土木費
25億415万円
（9.3%）

市税
53億3,067万円
（19.9%）

分担金及び負担金
9,791万円
（0.4%）

　　　　　暮らしに身近な「一般会計」の 予算は268億円
　　　　　市民一人当たり66 万 831 円が使われます （令和８年 2 月 1 日現在の現住人口 4 万 555 人で算出）

●収益的収支（水道水をお届けするための収入・支出） （単位：万円）

●収益的収支（汚水を処理するための収入・支出） （単位：万円）

●資本的収支（下水道の施設を整備するための収入・支出）（単位：万円）

●資本的収支（水道施設を建設するための収入・支出） （単位：万円）

※ 財源不足額６億 2,489 万円は、当年度分消費税および地方
消費税資本的収支調整額などで補てんします。

●業務の予定量
   ・給水件数 17,410 件
   ・年間総配水量 5,468,600 ㎥
   ・１日平均配水量 14,982 ㎥

《収入》

《収入》

《収入》

《収入》

《支出》

《支出》

《支出》

《支出》

歳  出
水道事業

下水道事業

令和８年度予算　～「力強い産業　人が輝く　活力満ちる安心・快適なまち」の実現に向けて～

主
な
歳
入
予
算
の
動
向
を
紹
介
し
ま
す
。

○
市
税

　
個
人
市
民
税
は
賃
金
や
賞
与
な
ど
の

増
に
加
え
、米
買
取
り
価
格
の
上
昇
に

伴
う
所
得
の
増
を
見
込
ん
で
お
り
、法

人
市
民
税
も
業
績
の
伸
長
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、全
体
と
し
て
増
額

と
な
る
見
込
み
で
す
。

○
地
方
交
付
税

　
普
通
交
付
税
は
直
近
の
算
定
結
果
な

ど
を
基
に
し
た
基
準
財
政
収
入
額
、基

準
財
政
需
要
額
の
見
込
み
な
ど
を
勘
案

し
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

○
国
庫
支
出
金

　
扶
助
費
の
増
に
よ
り
生
活
保
護
費
負

担
金
な
ど
が
増
と
な
り
ま
す
が
、都
市

構
造
再
編
集
中
支
援
事
業
補
助
金
の
減

な
ど
に
よ
り
、全
体
と
し
て
は
減
額
と

な
る
見
込
み
で
す
。

●
予
算
編
成
時
期
に
市
長
選
挙
が
行
わ
れ

た
関
係
か
ら
、義
務
的
経
費
や
経
常
的

経
費
、継
続
的
経
費
を
中
心
と
し
、さ
ら

に
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
諸
施
策
お
よ

び
新
規
事
業
の
う
ち
当
初
予
算
か
ら
措

置
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
に
か
か
る
経

費
な
ど
を
加
え
、骨
格
予
算
と
し
て
編

成
を
行
い
ま
し
た
。　

●
骨
格
予
算
に
含
ま
れ
て
い
な
い
新
規
事

業
ま
た
は
政
策
的
判
断
を
要
す
る
事
業

な
ど
は
、肉
付
け
予
算
と
し
て
今
後
の

補
正
予
算
で
追
加
計
上
す
る
予
定
で
す
。

●
骨
格
予
算
で
は
歳
入
が
歳
出
を
上
回
り

財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
計
上
に
よ
り

収
支
の
調
整
を
図
り
ま
し
た
。

○
県
支
出
金

　
学
校
給
食
費
無
償
化
に
伴
う
学
校
給

食
費
負
担
軽
減
交
付
金
の
増
な
ど
に
よ

り
全
体
と
し
て
増
額
と
な
る
見
込
み
で

す
。

○
市
債

　
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
事
業
に
か

か
る
企
画
債
や
水
道
管
路
耐
震
化
事
業

に
か
か
る
出
資
債
な
ど
が
増
と
な
る
こ

と
で
、増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
「
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」、「
地
域
性
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
」、「
だ
れ
も
が
輝
く
ま
ち
づ
く

り
」、「
交
流
と
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
基
本
的
な
考
え
の
も
と
、各
施
策
に
か

か
る
所
要
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

●
主
な
建
設
事
業
と
し
て
、旧
甲
斐
家
蔵

住
宅
整
備
事
業
、橋
梁
長
寿
命
化
事
業
、

豊
川
・
慶
徳
線
道
路
整
備
事
業
、公
営

住
宅
長
寿
命
化
事
業
な
ど
、所
要
事
業

費
を
計
上
し
ま
し
た
。

●
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
で
持
続
可
能
な

財
政
運
営
に
向
け
た
財
政
構
造
の
構
築

を
図
る
観
点
か
ら
、「
喜
多
方
市
財
政
健

全
化
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
５
つ
の
視
点

（「
歳
入
の
確
保
」、「
総
人
件
費
の
抑

制
」、「
公
共
施
設
の
在
り
方
の
見
直

し
」、「
事
業
全
般
の
見
直
し
」、「
各
種
補

助
金
等
の
見
直
し
」）お
よ
び
内
部
管
理

経
費
の
徹
底
し
た
削
減
を
念
頭
に
予
算

の
計
上
を
行
い
ま
し
た
。

問
財
政
課
財
政
班

☎（
24
）５
２
１
３

歳
入
の
概
要

予
算
編
成
の
要
点

歳
出
の
概
要

区　分 予算額
営 業 収 益 12 億 2,035
営 業 外 収 益 1 億 8,689
特 別 利 益 1

計 14 億 725

区　分 予算額
営 業 収 益 ３億 3,215
営 業 外 収 益 ８億 5,936
特 別 利 益 1

計 11 億 9,152

区　分 予算額
出 資 金 1 億 6,100
補 助 金 4,000
負 担 金 9,090

計 ２億 9,190

区　分 予算額
企 業 債 ４億 7,140
出 資 金 3,469
補 助 金 １億 7,810
負 担 金 及 び
分 担 金 1,022

計 ６億 9,441

区　分 予算額
営 業 費 用 11 億 8,947
営 業 外 費 用 2,520
特 別 損 失 110
予 備 費 100

計 12 億 1,677

区　分 予算額
営 業 費 用 10 億 6,742
営 業 外 費 用 9,030
特 別 損 失 49
予 備 費 10

計 11 億 5,831

区　分 予算額
建 設 改 良 費 7 億 5,440
固定資産購入費 415
企業債償還金 1 億 5,524
予 備 費 300

計 9 億 1,679

区　分 予算額
建 設 改 良 費 ４億 6,423　
企業債償還金 ５億 6,978
予 備 費 10

計 10 億 3,411　

※ 財源不足額３億 3,970 万円は、当年度分消費税および地方
消費税資本的収支調整額などで補てんします。

●業務の予定量
   ・接続件数 7,100 件
   ・年間総処理水量 1,712,361 ㎥
   ・１日平均処理水量 4,691 ㎥



広報きたかた　2026. ４ 〇4☎広報に記載の市内電話番号 ☎「「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」」と「「高郷町」」との通話には
市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

令和８年度　主な事業と予算

令和８年度に
新たに行う事業

市総合戦略に基づき
実施する事業

わくわく喜多方推進事業として
重点的に実施する事業新 わくわくわくわく 戦 略戦 略

▲ 地元産醤油を使用した
せんべい焼き体験

（発酵・醸造マルシェ）

▲ 整備前の旧甲斐家蔵住宅外観

▲ 小学校学校給食

▲ シティレガッタ

新

新

新

日中線しだれ桜並木誘客促進事業 2,607 万円

旧甲斐家蔵住宅整備事業 1 億 5,115 万円

インバウンド誘客ＰＲ事業 176 万円

全国醬油サミット事業 627 万円

奨学金償還支援事業 274 万円

箱わな購入支援事業補助金 110 万円

農畜産物ブランド化・販路拡大推進事業 222 万円

第 35 回全国市町村交流レガッタ喜多方大会 570 万円

第 46 回全日本中学選手権競漕大会 1,970 万円

地域学校協働推進事業 1,634 万円

小中学校キャリア教育推進事業（起業家体験事業） 88 万円

小・中学校給食費負担軽減事業 6,069 万円

小中学校適正規模適正配置事業 555 万円
　子どもたちにとって、より望ましい学習環境を整えるため、市立小中学校適正規模適正配置第１次
実施計画に基づき事業の実施に向けた取り組みを進め、第２次実施計画の策定に向け取り組みます。

　子育て世代における経済的負担を軽減するため、小学校学校給食費の完全無償化や中学
校学校給食費の保護者負担分の支援を行います。

　ボート競技を通じて同競技の普及拡大および「ボートのまち喜多方」の情報発信などに
より地域の活性化を図るため、全国市町村交流レガッタ喜多方大会を開催します。

重要伝統的建造物群保存地区保存推進事業 6,238 万円
　重要伝統的建造物群保存地区の選定を受けた小田付地区の保存・活用のため、建造物修理な
どの経費を一部補助するとともに、防災機能の向上を図るため、防災施設の整備を行います。

　地域や団体・機関などの幅広い地域住民の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや
成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指します。

　ボート競技を通じて同競技の普及拡大および「ボートのまち喜多方」の情報発信などに
より地域の活性化を図るため、全日本中学選手権競漕大会を開催します。

　本市の特産品を使った特産物をつくり、児童生徒の起業家精神の醸成を図ります。

　旧甲斐家蔵住宅の持つ文化財としての価値を維持しながら、観光・情報発信の拠点として活
用を図るため、ガバメントクラウドファンディングなどを活用しながら保存修理を行います。

　しだれ桜並木を訪れる観光客の市内周遊促進のため、ライトアップの実施やパンフレット
などによるＰＲ、臨時駐車場の確保や交通渋滞緩和などの受入体制の整備を図ります。

　本市外国人観光客の誘客ターゲット国である台湾からの誘客を拡大するため、台湾で開
催される旅行商談会への出展や現地旅行会社訪問により、本市観光情報を発信します。

　本市の伝統産業である醤油文化を次代へ継承するとともに、地元産醤油の消費拡大およ
び産業振興を図るため、全国醤油サミットを本市へ誘致し開催します。

　市内の若者の流出抑制および市外からの移住促進のため、市内の事業所などに就業し、
市内に居住する若者の奨学金の返還を支援します。

　イノシシなどの捕獲を促進し、農作物被害および人的被害防止を図るため、喜多方市鳥
獣被害対策実施隊隊員が箱わなを購入する際に補助金を交付します。

　本市産農畜産物への風評払拭と消費拡大を図るため、首都圏などでのトップセールス、販売イベ
ントの開催・参加、本市産農畜産物を取り扱う事業者との連携による情報発信などを実施します。

大綱1大綱1 地域の特性を生かした力強い産業づくり

わくわくわくわく

大綱2大綱2 地域を支え未来を拓く人づくり

わくわくわくわく

戦 略戦 略

わくわくわくわく

新

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

戦 略戦 略

わくわくわくわく

わくわくわくわく

新

▲ 屋内子ども遊び場
　　「めごぷらざ」　　　

▲ 保育園でかけっこする
子どもたち　　　   

▲ 小田付サテライトオフィス
内観　　　　　　　　   

▲ ふるさと創生事業（整備した太鼓）

わくわくわくわく

豊川・慶徳線道路整備事業 １億 1,100 万円

空き家対策事業 730 万円

水害対策事業（ワンコイン浸水センサ設置） 11 万円

保育対策総合支援事業 575 万円

結婚新生活支援事業 873 万円

少子化対策結婚支援事業 97 万円

屋内子ども遊び場「めごぷらざ」運営事業 4,342 万円

　空き家の総合的な対策や行政代執行による除却を通して、地域住民の安全・安心な住生
活環境を確保します。

　地域間の交通機能の向上と交通ネットワークの充実を図るため、外環状道路に位置付け
られている市道豊川・慶徳線の整備を進めます。

　水害常襲地域である塩川町において、国の実証実験で無償貸与により設置したワンコイン浸水セン
サ16台により、リアルタイムで内水氾濫状況を把握し、浸水害の減災や避難行動の円滑化を図ります。

　地域の実情に応じた多様な保育需要に対応するため、保育士（保育支援者）の確保や保育
環境の整備などを行う事業所に対し補助を行います。

　結婚に伴う新生活を経済的に支援するため、新婚世帯に住宅取得や賃借、引越費用の補助を行います。
また、若者の結婚の希望を叶えるため、県のマッチングシステム「はぴ福なび」の登録助成を行います。

　人口減少・少子化に歯止めをかけるため、婚活イベントなどによる出会いの場の創出や
「世話やき人」制度を推進します。

　子どもたちの運動を通した健全な発育と親子の交流を深めることなどを目的に、「めごぷらざ」
において年間を通した魅力あるイベントの開催や安全・安心で快適な利用環境を提供します。

大綱3大綱3 安全・安心、思いやりのある、人にやさしいまち・くらしづくり

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

大綱4大綱4 自然との共生と元気なふるさとづくり

地域活性化起業人負担金 590 万円

カーボンニュートラル実現重点対策加速化事業補助金 3,273 万円

ふるさと創生事業 320 万円

サテライトオフィス運営事業 144 万円

移住・定住促進事業 1,055 万円

　国の地域活性化起業人制度を活用し、エプソン販売株式会社の有する専門知識、業務経験、人脈、ノウ
ハウなどを、当市の認知度向上およびデジタル技術の活用による事務の業務効率化に取り組みます。

喜多方シティプロモーション事業 1,099 万円
　継続的な市内経済の活性化および市の財源充実のため、若い世代などをターゲットに観
光交流や移住定住などを始めとしたプロモーションを実施します。

　二酸化炭素排出量の削減目標達成に向けた取組みを加速させるため、屋根置きなど自家
消費型の太陽光発電設備の導入などを実施する市民、事業者に補助金を交付します。

　市民が自ら考え、自ら実践する地域づくり活動を推進するため、ふるさとの活性化に寄
与するイベントや地域のにぎわいを創出するために必要な備品の整備を支援します。

　本市への移住・定住、さらには地元企業との協働、地域課題解決、若者の雇用などに繋げ
るため、サテライトオフィスを運営します。

　移住・定住を促進するため、移住希望者に向けた情報発信、本市での暮らしを体験でき
る支援制度、東京圏からの移住者を支援するための補助制度などを実施します。

戦 略戦 略

戦 略戦 略

わくわくわくわく

新

新

戦 略戦 略

戦 略戦 略

その他その他 総合計画の実現に向けて
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令和８年度　主な事業と予算

令和８年度に
新たに行う事業

市総合戦略に基づき
実施する事業

わくわく喜多方推進事業として
重点的に実施する事業新 わくわくわくわく 戦 略戦 略

▲ 地元産醤油を使用した
せんべい焼き体験

（発酵・醸造マルシェ）

▲ 整備前の旧甲斐家蔵住宅外観

▲ 小学校学校給食

▲ シティレガッタ

新

新

新

日中線しだれ桜並木誘客促進事業 2,607 万円

旧甲斐家蔵住宅整備事業 1 億 5,115 万円

インバウンド誘客ＰＲ事業 176 万円

全国醬油サミット事業 627 万円

奨学金償還支援事業 274 万円

箱わな購入支援事業補助金 110 万円

農畜産物ブランド化・販路拡大推進事業 222 万円

第 35 回全国市町村交流レガッタ喜多方大会 570 万円

第 46 回全日本中学選手権競漕大会 1,970 万円

地域学校協働推進事業 1,634 万円

小中学校キャリア教育推進事業（起業家体験事業） 88 万円

小・中学校給食費負担軽減事業 6,069 万円

小中学校適正規模適正配置事業 555 万円
　子どもたちにとって、より望ましい学習環境を整えるため、市立小中学校適正規模適正配置第１次
実施計画に基づき事業の実施に向けた取り組みを進め、第２次実施計画の策定に向け取り組みます。

　子育て世代における経済的負担を軽減するため、小学校学校給食費の完全無償化や中学
校学校給食費の保護者負担分の支援を行います。

　ボート競技を通じて同競技の普及拡大および「ボートのまち喜多方」の情報発信などに
より地域の活性化を図るため、全国市町村交流レガッタ喜多方大会を開催します。

重要伝統的建造物群保存地区保存推進事業 6,238 万円
　重要伝統的建造物群保存地区の選定を受けた小田付地区の保存・活用のため、建造物修理な
どの経費を一部補助するとともに、防災機能の向上を図るため、防災施設の整備を行います。

　地域や団体・機関などの幅広い地域住民の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや
成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指します。

　ボート競技を通じて同競技の普及拡大および「ボートのまち喜多方」の情報発信などに
より地域の活性化を図るため、全日本中学選手権競漕大会を開催します。

　本市の特産品を使った特産物をつくり、児童生徒の起業家精神の醸成を図ります。

　旧甲斐家蔵住宅の持つ文化財としての価値を維持しながら、観光・情報発信の拠点として活
用を図るため、ガバメントクラウドファンディングなどを活用しながら保存修理を行います。

　しだれ桜並木を訪れる観光客の市内周遊促進のため、ライトアップの実施やパンフレット
などによるＰＲ、臨時駐車場の確保や交通渋滞緩和などの受入体制の整備を図ります。

　本市外国人観光客の誘客ターゲット国である台湾からの誘客を拡大するため、台湾で開
催される旅行商談会への出展や現地旅行会社訪問により、本市観光情報を発信します。

　本市の伝統産業である醤油文化を次代へ継承するとともに、地元産醤油の消費拡大およ
び産業振興を図るため、全国醤油サミットを本市へ誘致し開催します。

　市内の若者の流出抑制および市外からの移住促進のため、市内の事業所などに就業し、
市内に居住する若者の奨学金の返還を支援します。

　イノシシなどの捕獲を促進し、農作物被害および人的被害防止を図るため、喜多方市鳥
獣被害対策実施隊隊員が箱わなを購入する際に補助金を交付します。

　本市産農畜産物への風評払拭と消費拡大を図るため、首都圏などでのトップセールス、販売イベ
ントの開催・参加、本市産農畜産物を取り扱う事業者との連携による情報発信などを実施します。

大綱1大綱1 地域の特性を生かした力強い産業づくり

わくわくわくわく

大綱2大綱2 地域を支え未来を拓く人づくり

わくわくわくわく

戦 略戦 略

わくわくわくわく

新

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

戦 略戦 略

わくわくわくわく

わくわくわくわく

新

▲ 屋内子ども遊び場
　　「めごぷらざ」　　　

▲ 保育園でかけっこする
子どもたち　　　   

▲ 小田付サテライトオフィス
内観　　　　　　　　   

▲ ふるさと創生事業（整備した太鼓）

わくわくわくわく

豊川・慶徳線道路整備事業 １億 1,100 万円

空き家対策事業 730 万円

水害対策事業（ワンコイン浸水センサ設置） 11 万円

保育対策総合支援事業 575 万円

結婚新生活支援事業 873 万円

少子化対策結婚支援事業 97 万円

屋内子ども遊び場「めごぷらざ」運営事業 4,342 万円

　空き家の総合的な対策や行政代執行による除却を通して、地域住民の安全・安心な住生
活環境を確保します。

　地域間の交通機能の向上と交通ネットワークの充実を図るため、外環状道路に位置付け
られている市道豊川・慶徳線の整備を進めます。

　水害常襲地域である塩川町において、国の実証実験で無償貸与により設置したワンコイン浸水セン
サ16台により、リアルタイムで内水氾濫状況を把握し、浸水害の減災や避難行動の円滑化を図ります。

　地域の実情に応じた多様な保育需要に対応するため、保育士（保育支援者）の確保や保育
環境の整備などを行う事業所に対し補助を行います。

　結婚に伴う新生活を経済的に支援するため、新婚世帯に住宅取得や賃借、引越費用の補助を行います。
また、若者の結婚の希望を叶えるため、県のマッチングシステム「はぴ福なび」の登録助成を行います。

　人口減少・少子化に歯止めをかけるため、婚活イベントなどによる出会いの場の創出や
「世話やき人」制度を推進します。

　子どもたちの運動を通した健全な発育と親子の交流を深めることなどを目的に、「めごぷらざ」
において年間を通した魅力あるイベントの開催や安全・安心で快適な利用環境を提供します。

大綱3大綱3 安全・安心、思いやりのある、人にやさしいまち・くらしづくり

戦 略戦 略

戦 略戦 略

戦 略戦 略

わくわくわくわく

わくわくわくわく

わくわくわくわく

大綱4大綱4 自然との共生と元気なふるさとづくり

地域活性化起業人負担金 590 万円

カーボンニュートラル実現重点対策加速化事業補助金 3,273 万円

ふるさと創生事業 320 万円

サテライトオフィス運営事業 144 万円

移住・定住促進事業 1,055 万円

　国の地域活性化起業人制度を活用し、エプソン販売株式会社の有する専門知識、業務経験、人脈、ノウ
ハウなどを、当市の認知度向上およびデジタル技術の活用による事務の業務効率化に取り組みます。

喜多方シティプロモーション事業 1,099 万円
　継続的な市内経済の活性化および市の財源充実のため、若い世代などをターゲットに観
光交流や移住定住などを始めとしたプロモーションを実施します。

　二酸化炭素排出量の削減目標達成に向けた取組みを加速させるため、屋根置きなど自家
消費型の太陽光発電設備の導入などを実施する市民、事業者に補助金を交付します。

　市民が自ら考え、自ら実践する地域づくり活動を推進するため、ふるさとの活性化に寄
与するイベントや地域のにぎわいを創出するために必要な備品の整備を支援します。

　本市への移住・定住、さらには地元企業との協働、地域課題解決、若者の雇用などに繋げ
るため、サテライトオフィスを運営します。

　移住・定住を促進するため、移住希望者に向けた情報発信、本市での暮らしを体験でき
る支援制度、東京圏からの移住者を支援するための補助制度などを実施します。

戦 略戦 略

戦 略戦 略

わくわくわくわく

新

新

戦 略戦 略

戦 略戦 略

その他その他 総合計画の実現に向けて



広報きたかた　2026. ４ 〇6☎広報に記載の市内電話番号 ☎「「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」」と「「高郷町」」との通話には
市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

２
月
22
日（
日
）、喜
多
方
市
、

北
塩
原
村
、西
会
津
町
の
３
市
町

村
教
育
委
員
会
が
ボ
ッ
チ
ャ
交

流
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

こ
の
大
会
に
は
10
チ
ー
ム
が

出
場
し
、予
選
リ
ー
グ
と
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
順
位
を
決
定

し
ま
し
た
。白
熱
し
た
戦
い
の

末
、本
市
か
ら
出
場
し
た
、チ
ー

ム「
Ｋ・Ｒ
」が
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
を
通
じ
て
参
加
者
同
士
の

交
流
が
深
ま
り
、笑
顔
あ
ふ
れ
る

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

内
容  

社
会
教
育
関
係
団
体
と

し
て
認
定
を
受
け
た
団
体
は
、毎

年
認
定
継
続
の
た
め
の
書
類
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。現

在
認
定
を
受
け
て
い
る
団
体
に

は
、４
月
を
目
途
に
通
知
を
送
付

し
ま
す
。な
お
、継
続
の
可
否
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
書
類

①
認
定
継
続
調
査
書

②
直
近
の
総
会
資
料（
事
業
報
告

書
お
よ
び
決
算
書
、事
業
計
画
書

お
よ
び
予
算
書
、会
員
名
簿
お
よ

び
役
員
名
簿
、規
則
ま
た
は
会

則
）提出

先  

生
涯
学
習
課
、各
総
合

支
所
住
民
課
ま
た
は
各
公
民
館

提
出
期
限  

６
月
30
日（
火
）

  

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
係

☎（
24
）５
３
１
８

　はがき文化やその魅力を発信する『はがきの名文コンクール』
では、自身の願いを綴った青山邦夫さんの作品が、１万 5,200 通
の応募の中から最高賞に該当する「大賞」を受賞しました。この
度の受賞、誠におめでとうございます。

　
接
種
の
際
に
必
要
な
予
診
票

な
ど
は
個
別
配
付
、ま
た
は
対
象

年
齢
時
期
に
通
知
し
ま
す
。

※
中
学
生
以
下
の
転
入
さ
れ
た

方
が
い
る
場
合
は
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

個
別
通
知
と
な
る
予
防
接
種

【
対
象
・
推
奨
年
齢
と
な
る
年
の

４
月
通
知
】

●
麻
し
ん
・
風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
）２

　
期

●
子
宮
頸
が
ん（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

　
ン
）※
使
用
ワ
ク
チ
ン
は
９

　
価
の
み
。

【
対
象
と
な
る
年
の
誕
生
月
の
翌

月
通
知
】

●
日
本
脳
炎
２
期

●
二
種
混
合

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス（
母
子
免
疫
）ワ
ク
チ
ン

　
妊
娠
中
に
接
種
す
る
こ
と
で
、

乳
幼
児
の
肺
炎
・
細
気
管
支
炎

の
主
要
な
原
因
で
あ
る
、Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

対
象
者  

接
種
時
点
で
、妊
娠
28

週
０
日
か
ら
36
週
６
日
ま
で
の

妊
婦
の
方

使
用
ワ
ク
チ
ン  

組
換
え
Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン（
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
ア
ブ
リ
ス
ボ
Ⓡ
）

※
過
去
に
接
種
し
た
こ
と
の
あ

る
方
も
対
象
で
す
。

実
施
方
法  

市
内
お
よ
び
県
内
医

療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
な
り

ま
す
。

　
接
種
の
際
に
必
要
な
予
診
票

な
ど
は
、母
子
健
康
手
帳
申
請
時

に
社
会
福
祉
課
で
配
付
し
ま
す
。

※
現
在
、対
象
者
に
該
当
し
て
い

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
過
去
に
受
け
た
こ
と
が
あ
る

方
は
定
期
接
種
の
対
象
外
で
す
。

肺
炎
球
菌

対
象
者

①
65
歳
の
方

②
60
歳
〜
64
歳
で
、心
臓
、腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺

の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制

限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
や
、ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有

す
る
方

実
施
方
法  

市
内
お
よ
び
県
内
医

療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
な
り

ま
す
。※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

65
歳
の
方
に
は
、接
種
の
際
に

必
要
な
予
診
票
な
ど
を
誕
生
月

の
翌
月
に
個
別
通
知
し
ま
す
。

※
対
象
者
②
に
該
当
す
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
額  

３
４
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
自
己

負
担
額
免
除（
事
前
に
、社
会
福

祉
課
で
手
続
き
が
必
要
で
す
）

帯
状
疱
疹

対
象
者

①
令
和
８
年
度
に
65
歳
・
70
歳
・

75
歳・80
歳・85
歳・90
歳・95
歳・

100
歳
に
な
る
方

②
60
歳
〜
64
歳
で
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

の
障
害
が
あ
り
、日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
方

実
施
方
法  

市
内
お
よ
び
県
内
医

療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
な
り

ま
す
。※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

　
対
象
者
①
の
方
に
は
、接
種
の

際
に
必
要
な
予
診
票
な
ど
を
５

月
上
旬
に
個
別
通
知
し
ま
す
。４

月
中
に
接
種
希
望
の
方
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
②
に
該
当
す
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

自
己
負
担
額  
ど
ち
ら
か
一
方
の

選
択
接
種
と
な
り
ま
す
。

●
生
ワ
ク
チ
ン（
１
回
接
種
）

　
４
２
０
０
円

●
組
換
え
ワ
ク
チ
ン（
２
回
接
種
）

　
１
回
あ
た
り
１
万
８
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
自
己

負
担
額
免
除（
事
前
に
、社
会
福

祉
課
で
手
続
き
が
必
要
で
す
）

お
た
ふ
く
か
ぜ

対
象
者  

１
歳
か
ら
小
学
校
就
学

前
ま
で
の
幼
児

助
成
額  

４
０
０
０
円（
一
人
１

回
を
限
度
）

※
差
額
は
自
己
負
担
で
す
。予
防

接
種
料
金
か
ら
助
成
額
を
差
し

引
い
た
額
を
医
療
機
関
に
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。実
施
医
療
機
関

外
で
接
種
希
望
の
場
合
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
容  

０
歳
か
ら
４
歳
未
満
の

子
ど
も
が
対
象
で
す
。成
長
や
発

達
の
確
認
、子
育
て
世
代
へ
の
情

報
を
得
る
機
会
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。健
診
で
は
、医
師
、歯
科
医

師
、保
健
師
、栄
養
士
、歯
科
衛
生

士
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
子
育
て

の
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
ま
す
。

※
案
内
通
知
を
健
診
の
約
１
カ

月
前
に
郵
送
し
ま
す
。

健
診
の
種
類

　
４
カ
月
児
健
診
・
９
〜
10
カ

月
児
健
診
・
１
歳
６
カ
月
児
健

診
・
３
歳
６
カ
月
児
健
診

健
診
内
容

　
問
診・身
体
計
測・内
科
診
察・

歯
科
診
察
・
歯
科
相
談
・
栄
養

相
談
な
ど（
健
診
に
よ
り
内
容
は

異
な
り
ま
す
）

場
所  

市
保
健
セ
ン
タ
ー

そ
の
他  

　
健
診
日
程
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
親
子
み
ん
べ
ぇ
健
康

ア
プ
リ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

  

保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
23
）５
８
３
４
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

問問

社
会
教
育
関
係
団
体
の

認
定
継
続
手
続
き

ボ
ッ
チ
ャ
交
流
大
会

　玉を投げるときの力
加減が難しく、上手くい
かない場面もありまし
た。
　まさか決勝まで進め
るとは思っていなかっ
たので、優勝することが
できて嬉しかったです。

チーム「Ｋ・Ｒ」の
みなさん

Interview

第64回会津熱塩三ノ倉スキー大会
　２月 28 日 ( 土 )、三ノ倉スキー場において、第 64 回会津熱塩三ノ倉スキー大会を開催しました。
　当日の会場は靄がかかっており、選手には厳しいコンディションとなりましたが、市内外から 100 人を超え
るスキー愛好家が参加し、その実力を競い合いました。
　選手宣誓は男子中学生の部に出場した、中川陽太選手が務めました。

▼

 受賞作品
　 一覧

問生涯学習課  スポーツ振興班  ☎（24）5327

はがきの名文コンクール
青山邦夫さん 大賞受賞

　新聞にコンクールの募集案内が掲載され
ていたので、気楽な気持ちで応募をしてみ
ました。まさか大賞を受賞することができ
るとは思っていなかったため、結果には驚
いています。
　これまで 30 年間、新聞にコラムや川柳等
を投稿してきたため、その経験が活かされ
たと思うと、非常に嬉しいです。
　はがきは手軽に利用することができる貴
重な文化です。今後もこのコンクールへの
応募を励みに、執筆を続けていきます。

Interview

青山  邦夫さん

子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種

高
齢
者
の
定
期
予
防
接
種

任
意
予
防
接
種
助
成

実施医療機関
医療生協きたかた診療所 ゆうゆうクリニック
喜多方市地域家庭
医療センター

い い づ か フ ァ ミ リ ー ク リ
ニック

くまたクリニック 扇町渡部小児科アレルギー科医院
高橋小児クリニック やまみこどもクリニック
武田医院 わたなべクリニック
福田耳鼻咽喉科醫院 会津中央病院
山田産婦人科医院 竹田綜合病院
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２
月
22
日（
日
）、喜
多
方
市
、

北
塩
原
村
、西
会
津
町
の
３
市
町

村
教
育
委
員
会
が
ボ
ッ
チ
ャ
交

流
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

こ
の
大
会
に
は
10
チ
ー
ム
が

出
場
し
、予
選
リ
ー
グ
と
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
順
位
を
決
定

し
ま
し
た
。白
熱
し
た
戦
い
の

末
、本
市
か
ら
出
場
し
た
、チ
ー

ム「
Ｋ・Ｒ
」が
優
勝
し
ま
し
た
。

大
会
を
通
じ
て
参
加
者
同
士
の

交
流
が
深
ま
り
、笑
顔
あ
ふ
れ
る

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

内
容  

社
会
教
育
関
係
団
体
と

し
て
認
定
を
受
け
た
団
体
は
、毎

年
認
定
継
続
の
た
め
の
書
類
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。現

在
認
定
を
受
け
て
い
る
団
体
に

は
、４
月
を
目
途
に
通
知
を
送
付

し
ま
す
。な
お
、継
続
の
可
否
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
書
類

①
認
定
継
続
調
査
書

②
直
近
の
総
会
資
料（
事
業
報
告

書
お
よ
び
決
算
書
、事
業
計
画
書

お
よ
び
予
算
書
、会
員
名
簿
お
よ

び
役
員
名
簿
、規
則
ま
た
は
会

則
）提出

先  

生
涯
学
習
課
、各
総
合

支
所
住
民
課
ま
た
は
各
公
民
館

提
出
期
限  

６
月
30
日（
火
）

  

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
係

☎（
24
）５
３
１
８

　はがき文化やその魅力を発信する『はがきの名文コンクール』
では、自身の願いを綴った青山邦夫さんの作品が、１万 5,200 通
の応募の中から最高賞に該当する「大賞」を受賞しました。この
度の受賞、誠におめでとうございます。

　
接
種
の
際
に
必
要
な
予
診
票

な
ど
は
個
別
配
付
、ま
た
は
対
象

年
齢
時
期
に
通
知
し
ま
す
。

※
中
学
生
以
下
の
転
入
さ
れ
た

方
が
い
る
場
合
は
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

個
別
通
知
と
な
る
予
防
接
種

【
対
象
・
推
奨
年
齢
と
な
る
年
の

４
月
通
知
】

●
麻
し
ん
・
風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
）２

　
期

●
子
宮
頸
が
ん（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

　
ン
）※
使
用
ワ
ク
チ
ン
は
９

　
価
の
み
。

【
対
象
と
な
る
年
の
誕
生
月
の
翌

月
通
知
】

●
日
本
脳
炎
２
期

●
二
種
混
合

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス（
母
子
免
疫
）ワ
ク
チ
ン

　
妊
娠
中
に
接
種
す
る
こ
と
で
、

乳
幼
児
の
肺
炎
・
細
気
管
支
炎

の
主
要
な
原
因
で
あ
る
、Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

対
象
者  

接
種
時
点
で
、妊
娠
28

週
０
日
か
ら
36
週
６
日
ま
で
の

妊
婦
の
方

使
用
ワ
ク
チ
ン  

組
換
え
Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン（
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
ア
ブ
リ
ス
ボ
Ⓡ
）

※
過
去
に
接
種
し
た
こ
と
の
あ

る
方
も
対
象
で
す
。

実
施
方
法  

市
内
お
よ
び
県
内
医

療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
な
り

ま
す
。

　
接
種
の
際
に
必
要
な
予
診
票

な
ど
は
、母
子
健
康
手
帳
申
請
時

に
社
会
福
祉
課
で
配
付
し
ま
す
。

※
現
在
、対
象
者
に
該
当
し
て
い

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
過
去
に
受
け
た
こ
と
が
あ
る

方
は
定
期
接
種
の
対
象
外
で
す
。

肺
炎
球
菌

対
象
者

①
65
歳
の
方

②
60
歳
〜
64
歳
で
、心
臓
、腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺

の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制

限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
や
、ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有

す
る
方

実
施
方
法  

市
内
お
よ
び
県
内
医

療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
な
り

ま
す
。※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

65
歳
の
方
に
は
、接
種
の
際
に

必
要
な
予
診
票
な
ど
を
誕
生
月

の
翌
月
に
個
別
通
知
し
ま
す
。

※
対
象
者
②
に
該
当
す
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
額  

３
４
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
自
己

負
担
額
免
除（
事
前
に
、社
会
福

祉
課
で
手
続
き
が
必
要
で
す
）

帯
状
疱
疹

対
象
者

①
令
和
８
年
度
に
65
歳
・
70
歳
・

75
歳・80
歳・85
歳・90
歳・95
歳・

100
歳
に
な
る
方

②
60
歳
〜
64
歳
で
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

の
障
害
が
あ
り
、日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
方

実
施
方
法  

市
内
お
よ
び
県
内
医

療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
な
り

ま
す
。※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

　
対
象
者
①
の
方
に
は
、接
種
の

際
に
必
要
な
予
診
票
な
ど
を
５

月
上
旬
に
個
別
通
知
し
ま
す
。４

月
中
に
接
種
希
望
の
方
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
②
に
該
当
す
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

自
己
負
担
額  

ど
ち
ら
か
一
方
の

選
択
接
種
と
な
り
ま
す
。

●
生
ワ
ク
チ
ン（
１
回
接
種
）

　
４
２
０
０
円

●
組
換
え
ワ
ク
チ
ン（
２
回
接
種
）

　
１
回
あ
た
り
１
万
８
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
自
己

負
担
額
免
除（
事
前
に
、社
会
福

祉
課
で
手
続
き
が
必
要
で
す
）

お
た
ふ
く
か
ぜ

対
象
者  

１
歳
か
ら
小
学
校
就
学

前
ま
で
の
幼
児

助
成
額  

４
０
０
０
円（
一
人
１

回
を
限
度
）

※
差
額
は
自
己
負
担
で
す
。予
防

接
種
料
金
か
ら
助
成
額
を
差
し

引
い
た
額
を
医
療
機
関
に
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。実
施
医
療
機
関

外
で
接
種
希
望
の
場
合
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
容  

０
歳
か
ら
４
歳
未
満
の

子
ど
も
が
対
象
で
す
。成
長
や
発

達
の
確
認
、子
育
て
世
代
へ
の
情

報
を
得
る
機
会
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。健
診
で
は
、医
師
、歯
科
医

師
、保
健
師
、栄
養
士
、歯
科
衛
生

士
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
子
育
て

の
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
ま
す
。

※
案
内
通
知
を
健
診
の
約
１
カ

月
前
に
郵
送
し
ま
す
。

健
診
の
種
類

　
４
カ
月
児
健
診
・
９
〜
10
カ

月
児
健
診
・
１
歳
６
カ
月
児
健

診
・
３
歳
６
カ
月
児
健
診

健
診
内
容

　
問
診・身
体
計
測・内
科
診
察・

歯
科
診
察
・
歯
科
相
談
・
栄
養

相
談
な
ど（
健
診
に
よ
り
内
容
は

異
な
り
ま
す
）

場
所  

市
保
健
セ
ン
タ
ー

そ
の
他  

　
健
診
日
程
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
親
子
み
ん
べ
ぇ
健
康

ア
プ
リ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

  

保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
23
）５
８
３
４
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

問問

社
会
教
育
関
係
団
体
の

認
定
継
続
手
続
き

ボ
ッ
チ
ャ
交
流
大
会

　玉を投げるときの力
加減が難しく、上手くい
かない場面もありまし
た。
　まさか決勝まで進め
るとは思っていなかっ
たので、優勝することが
できて嬉しかったです。

チーム「Ｋ・Ｒ」の
みなさん

Interview

第64回会津熱塩三ノ倉スキー大会
　２月 28 日 ( 土 )、三ノ倉スキー場において、第 64 回会津熱塩三ノ倉スキー大会を開催しました。
　当日の会場は靄がかかっており、選手には厳しいコンディションとなりましたが、市内外から 100 人を超え
るスキー愛好家が参加し、その実力を競い合いました。
　選手宣誓は男子中学生の部に出場した、中川陽太選手が務めました。

▼

 受賞作品
　 一覧

問生涯学習課  スポーツ振興班  ☎（24）5327

はがきの名文コンクール
青山邦夫さん 大賞受賞

　新聞にコンクールの募集案内が掲載され
ていたので、気楽な気持ちで応募をしてみ
ました。まさか大賞を受賞することができ
るとは思っていなかったため、結果には驚
いています。
　これまで 30 年間、新聞にコラムや川柳等
を投稿してきたため、その経験が活かされ
たと思うと、非常に嬉しいです。
　はがきは手軽に利用することができる貴
重な文化です。今後もこのコンクールへの
応募を励みに、執筆を続けていきます。

Interview

青山  邦夫さん

子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種

高
齢
者
の
定
期
予
防
接
種

任
意
予
防
接
種
助
成

実施医療機関
医療生協きたかた診療所 ゆうゆうクリニック
喜多方市地域家庭
医療センター

い い づ か フ ァ ミ リ ー ク リ
ニック

くまたクリニック 扇町渡部小児科アレルギー科医院
高橋小児クリニック やまみこどもクリニック
武田医院 わたなべクリニック
福田耳鼻咽喉科醫院 会津中央病院
山田産婦人科医院 竹田綜合病院
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市民の皆さんの生活に
直結するいろいろな制
度や催しなどを紹介す
るコーナーです。
情 報 の 詳 細 に つ い て
は、問へ連絡してく
ださい。

情報
ステーション

補
助
・
支
援

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

定
時
支
給
日

内
容
４
月
10
日（
金
）は
、特

別
児
童
扶
養
手
当
の
定
時
支
給

日
で
す
。

　
個
別
に
支
給
通
知
書
は
送
付

し
ま
せ
ん
の
で
、登
録
さ
れ
て

い
る
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
入
金
時
刻
は
金

融
機
関
で
異
な
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
班

☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

児
童
手
当
の
定
時
支
給
日

内
容
４
月
15
日（
水
）は
、児

童
手
当
の
定
時
支
給
日
で
す
。

　
今
回
の
支
給
は
、２
月
分
か

ら
３
月
分
で
す
。
個
別
に
支
給

通
知
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、

登
録
さ
れ
て
い
る
通
帳
の
記
帳

に
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
入

金
時
刻
は
金
融
機
関
で
異
な
り

ま
す
。

問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
班

☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

資
源
回
収
報
奨
金

内
容
資
源
回
収
を
実
施
し
た

団
体
へ
報
奨
金
を
交
付
し
ま

す
。対象

団
体
町
内
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

子
供
会
育
成
会
、老
人
ク
ラ
ブ

な
ど対象

資
源
各
家
庭
か
ら
回
収

し
た
古
紙
類（
回
収
量
３
５
０

㎏
以
上
）

金
額
１
㎏
に
つ
き
２
円（
１

団
体
に
つ
き
年
度
内
１
回
の

み
、上
限
30
万
円
）

登
録
申
請
期
限
実
施
予
定
日

前
日
、ま
た
は
12
月
末
日
の
い

ず
れ
か
早
い
日

申
請
方
法
期
限
ま
で
に
申
請

書
を
提
出
し
、団
体
登
録
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、資
源
回

収
の
実
施
後
、計
量
票
を
添
え

て
交
付
申
請
書
と
請
求
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
各
申
請
書

お
よ
び
請
求
書
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
）

問
申
市
民
生
活
課
環
境
政

策
推
進
室

☎（
24
）５
２
８
５
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

電
気
柵
購
入
支
援
事
業
補
助
金

内
容
令
和
７
年
９
月
１
日
～

令
和
７
年
10
月
31
日
の
期
間
に

事
前
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方

は
、本
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
を
し
て
い
な

い
場
合
は
、電
気
柵
貸
出
事
業

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

問
申
市
民
生
活
課
有
害
鳥

獣
対
策
室

☎（
24
）５
２
６
１
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

令
和
８
年
度
就
学
援
助
申
請

内
容
市
立
の
小
中
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
が
滞
り
な
く
義

務
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
の
一

部
を
援
助
し
ま
す
。

対
象
市
内
に
住
所
が
あ
り
市

立
の
小
中
学
校
に
通
学
し
、次

の
認
定
基
準
に
該
当
す
る
方

※
東
日
本
大
震
災
な
ど
に
よ
り

避
難
し
て
い
る
方
で
、本
市
に

定
住
す
る
意
思
が
な
い
方
も
対

象
で
す
。

ラジオ広報番組
好評放送中

FM きたかた

78.2 MHZ

ほっとチャンネル
ピックアップ
土・日　正午

ほっとチャンネル
月～金 午後０時 15 分

ほっとチャンネル
ウィークリー

土・日　午前９時45分
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●
要
保
護
︙
生
活
保
護
法
に
よ

る
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

●
準
要
保
護
︙
要
保
護
に
準
ず

る
程
度
に
生
活
が
困
窮
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
た
世
帯（
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
世

帯
な
ど
）

申
請
方
法
申
請
書
と
必
要
書

類
を
在
籍
す
る
学
校
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。申
請
書
は
窓
口
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
小

中
学
校
で
取
得
で
き
ま
す
。

※
申
請
書
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
と
配
付
の
時
期
は
４

月
中
旬
の
予
定
で
す
。

※
昨
年
度
認
定
を
受
け
て
い
る

方
も
毎
年
度
申
請
が
必
要
で

す
。その

他
新
入
学
準
備
金
の
支

給
を
受
け
た
方
も
就
学
援
助
受

給
を
希
望
す
る
場
合
は
、こ
ち

ら
の
申
請
が
必
要
で
す
。

問
申
学
校
教
育
課
管
理
・

指
導
班

☎（
24
）５
３
１
６

募　
　
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生

内
容
「
手
話
奉
仕
員
」は
手
話

が
必
要
な
方
に
日
常
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
す
る

人
で
す
。
今
年
度
は
手
話
の
基

本
を
学
び
、会
話
が
で
き
る
こ

と
を
目
指
す
初
心
者
向
け
の

「
入
門
課
程
」に
な
り
ま
す
。

※
養
成
講
座
は
２
年
間
で
全
課

程
が
修
了
と
な
り
ま
す
。

日
時
５
月
15
日（
金
）～
10
月

23
日（
金
）
午
後
７
時
～
８
時

30
分場所

厚
生
会
館
第
３
研
修

室対
象
①
市
内
在
住
の
方
、②

市
内
に
通
学
・
通
勤
し
て
い
る

方費
用
テ
キ
ス
ト
代
４
２
９
０

円（
２
年
間
使
用
）、動
画
視
聴

料
１
７
６
０
円

問
申
社
会
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係

☎（
24
）５
２
７
６

※どちらの教室も傷害保険料（年額）65 歳以上 1,200 円、64 歳以下 2,000 円が必要です。
※定員になり次第、受付を終了します。
問 申   高齢福祉課 ☎（24）5242 または各総合支所住民課

《足腰元気教室》
　筋トレ・ストレッチを学んで実践！先生の楽しいトークの
もと関節、筋肉を動かしましょう！
対象  おおむね 65 歳以上で、医師から運動を禁止されていな

い方
期間  5 月～令和９年２月（各会場 月１回）
指導員  健康運動指導士　島田 一郎 氏
申し込み方法  申込用紙を窓口に提出してください。

《太極拳ゆったり体操教室》
　バランス機能を向上することができ、 転倒予防にも繋がり
ます。
対象・会場  医師から運動を禁止されていない方で、

○おおむね 65 歳以上で介護認定を受けていない方
　⇒直営教室（総合福祉センター）毎週金曜日。 ※ 80 歳以上の方で送迎を希望する方は、要相談。
○ 85 歳以上の方、事業対象者、要支援１、要支援２の認定を受けている方
　⇒施設委託教室（介護福太郎）毎週月曜日。 ※自宅から会場まで送迎あり。
期間  ５月～令和９年３月（年 40 回）　 時間  各１時間
指導員  太極拳ゆったり体操リーダー・サブリーダー　 申し込み方法  申込用紙を窓口に提出してください。

会場・時間 担　当
市総合福祉センター
午後１時 30 分～３時

高齢福祉課
☎（24）5242

熱塩加納保健福祉センター
午後１時 30 分～３時

熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2113

塩川保健福祉センター
午前 10 時～11 時 30 分

塩川総合支所住民課
☎（27）2019

山都保健センター
午後１時 30 分～３時

山都総合支所住民課
☎（38）3824

カイギュウランドたかさと
午前 10 時～11 時 30 分

高郷総合支所住民課
☎ 0241（44）2113
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山 中 文 人
取締役社長

info@kouyou－print.com

https://www.kouyou-print.com

「良好な維持管理」
支援制度 内　　容 備　　考

空き家等の
管理サポート制度

空き家の現状確認や、除草、庭木の剪定などの
管理業務を行います。

市シルバー人材センター
☎（23）1313 に問い合わせてください。

「解　　体」
支援制度 内　　容 補 助 率

老朽危険空き家等
解体撤去補助金

老朽化が進み、危険な状態となっている空き家
等の解体撤去費用の一部を補助します。 補助対象額の 1/3（上限 50 万円）

空き家等解体撤去
促進補助金

老朽化が進んでいる空き家等の解体撤去費用
の一部を補助します。 補助対象額の 1/10（上限 15 万円）

「利 活 用」
支援制度 内　　容 補 助 率

空き家バンク 空き家の情報を市ホームページに掲載し、情報
提供します。

空き家改修支援事業
補助金

空き家バンク制度を通じて取得した空き家に
ついて、居住のための改修費の一部を補助しま
す。

転入者：補助対象額の 1/2（上限 50 万円）
市　民：補助対象額の 1/2（上限 25 万円）

空き家相続登記等
支援補助金

空き家の相続登記費用などの一部を補助しま
す。 補助対象額の 1/2（上限 5 万円）

空き家家財道具等
処分支援事業補助金

空き家バンク物件登録のため、または空き家バ
ンク登録物件購入後の残置物の処分やハウス
クリーニングを行う場合の費用の一部を補助
します。

補助対象額の 1/2（上限 10 万円）

空き家境界確定支援
事業補助金

空き家バンクへ物件登録のため、敷地の境界確
定を行う場合の費用の一部を補助します。 補助対象額の 1/2（上限 15 万円）

○各種支援制度については、一定の条件がありますので問い合わせください。
【お知らせ】

老朽危険空き家等解体撤去補助金、空き家等解体撤去促進補助金については、下記により申し込みを受け付
けます。※希望者多数時は抽選となる場合があります
申込期間  ４月 13 日（月）～５月 13 日（水）
抽選日時  ５月 27 日（水）午後３時　 会場  本庁舎３階 第一会議室
申し込み方法  一定の条件がありますので、事前に問い合わせのうえ、申込書を提出してください。
問 申  都市整備課 建築景観係 ☎（24）5267

空き家に関する支援制度を紹介します
　空き家なども含めた家屋は大切な個人資産ですので、所有者や管理者が解体撤去も含め適正
に管理することが原則です。適正な管理を怠り、建物倒壊や物の落下、倒木、落雪などで近隣家
屋や通行人などに被害が出た場合、損害賠償などの管理責任を問われる場合がありますので、
適正な管理をお願いします。
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募　
　
集

介
護
相
談
員

内
容
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
方
の
疑
問
や
困
り
ご
と
を

施
設
や
行
政
に
伝
え
る
橋
渡
し

役
と
な
り
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
を
図
る
活
動
で
す
。

　
月
５
回
程
度
、介
護
施
設
な

ど
に
訪
問
し
、月
１
回
の
定
例

会
で
相
談
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

応
募
資
格

①
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
方

②
原
則
、平
日
の
日
中
の
研
修
、

会
議
、施
設
な
ど
の
訪
問
に
参

加
で
き
る
方

募
集
人
数
２
人

応
募
期
限
５
月
８
日（
金
）

応
募
方
法
申
込
書
を
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

選
考
方
法
書
類
審
査
と
面
接

問
申
高
齢
福
祉
課

☎（
24
）５
２
４
２

令
和
８
年
度

黒
森
山
春
登
山

内
容
「
く
じ
ら
や
ま
」の
愛
称

で
親
し
ま
れ
て
い
る
黒
森
山
。

登
山
道
を
歩
き
、飯
豊
山
や
磐

梯
山
、猪
苗
代
湖
の
眺
望
が
楽

し
め
る
軽
登
山
で
す
。

日
時
５
月
３
日（
日
）
午
前

７
時
50
分
受
け
付
け

場
所
熱
塩
加
納
総
合
支
所

定
員
30
人
※
先
着
順（
健
康

で
体
力
に
自
信
が
あ
る
方
、小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費
大
人
１
０
０
０
円
、　　

小
人（
中
・
小
学
生
）５
０
０
円

※
小
学
生
未
満
は
無
料

申
込
期
限
４
月
24
日（
金
）

申
し
込
み
方
法
申
込
書
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
申
黒
森
山
登
山
実
行
委
員

会
事
務
局（
熱
塩
加
納
総
合
支

所
産
業
建
設
課
内
）

☎（
36
）２
１
１
４

第
９
回
市
民
活
動

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
団
体

募
集
部
門

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
部
門
、展
示・

Ｐ
Ｒ
部
門
、物
販
・
体
験
部
門

（
バ
ザ
ー
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
可
。）

日
時
９
月
13
日（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

会
場
厚
生
会
館

参
加
費
１
団
体
当
た
り
１
０

０
０
円

申
込
期
限
５
月
15
日（
金
）

問
申
市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
喜
多
方
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
）

☎（
23
）７
２
８
０

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

会
津
訓
練
生

訓
練
科
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
生
産

サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ス
、電
気
設
備

技
術
コ
ー
ス

訓
練
期
間
６
月
２
日（
火
）～

11
月
27
日（
金
）

定
員
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
生
産
サ

ポ
ー
ト
コ
ー
ス
12
人
、電
気
設

備
技
術
コ
ー
ス
15
人

対
象
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

登
録
し
て
い
る
方
で
、職
業
訓

練
の
受
講
が
望
ま
し
い
方

受
講
料
無
料

申
込
期
限
５
月
８
日（
金
）

選
考
日
５
月
12
日（
火
）

施
設
見
学
会

内
容
職
業
訓
練
の
見
学
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
毎
週
水
曜
日
午
後
２

時
～
３
時
45
分

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
喜
多
方

☎（
22
）４
１
１
１

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

（
訓
練
課
）

☎
０
２
４
２（
26
）０
５
２
０

テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

今
か
ら
学
び
た
い
！
仕
事
に

使
え
る
Ｅｘ
ｃ
ｅ
ｌ
基
礎
講
座

日
時
４
月
20
日（
月
）、21
日

（
火
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

受
講
料
３
１
０
０
円

教
材
費
２
３
１
０
円

定
員
10
人

申
込
期
限
４
月
６
日（
月
）

第
二
種
電
気
工
事
士（
学
科
）

日
時
４
月
23
日（
木
）、30
日

（
木
）、５
月
７
日（
木
）、14
日

（
木
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

受
講
料
５
５
０
０
円

教
材
費
１
３
２
０
円

定
員
15
人

申
込
期
限
４
月
８
日（
水
）

備
考
令
和
８
年
度
中
の
講
座

は
今
回
の
み

問
申
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

ー
会
津

☎（
27
）３
２
２
１

▲ テクノアカデミー
　 ホームページ
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募　
　
集

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
島
青
少
年
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭

内
容 
６
月
20
日（
土
）と
21
日

（
日
）の
１
泊
２
日
で
、ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
連
邦（
ヤ
ッ
プ
州
）お
よ

び
パ
ラ
オ
共
和
国
の
10
歳
～
14

歳
の
青
少
年
を
受
け
入
れ
で
き

る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

※
事
前
説
明
会
あ
り
。
謝
金
あ

り
。定員 

約
15
家
庭（
各
家
庭
１

〜
２
人
の
子
ど
も
を
受
け
入

れ
）申込

期
限 

４
月
30
日（
木
）

申
し
込
み
方
法 

専
用
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

問
申 

国
立
磐
梯
青
少
年
交
流

の
家

☎
０
２
４
２（
62
）２
５
３
０

お
知
ら
せ

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

内
容 『
お
ま
じ
な
い 

自
分
を

守
る 
み
ぎ
ひ
だ
り
』を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、次
の
重
点
で
実
施
し

ま
す
。

①
通
学
路
・
生
活
道
路
に
お
け

る
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
確
保

②
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
の
根
絶

や
歩
行
者
優
先
等
の
安
全
運
転

意
識
の
向
上

③
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機

付
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
理

解
・
遵
守
の
徹
底

期
間 

４
月
６
日（
月
）～
15
日

（
水
）

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

４
月
10
日（
金
）

問 

危
機
管
理
課
危
機
管
理
室

☎（
24
）５
２
２
１

春
季
消
防
検
閲
に
伴
う

交
通
規
制

内
容 

交
通
規
制
の
時
間
帯
は

道
路
の
迂
回
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、正
午
こ
ろ
に
は
、消

防
車
両
が
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し

て
走
行
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時 

４
月
29
日（
水
・
祝
） 

午
前
８
時
～
10
時

規
制
対
象 

市
道
押
切
東
線
ほ

か
、押
切
川
公
園
レ
ゾ
ナ
ッ
ク

体
育
館
周
辺

問 

危
機
管
理
課
危
機
管
理
室

☎（
24
）５
２
２
１

国
民
健
康
保
険

「
マ
ル
学
」の
手
続
き

内
容 

マ
ル
学
と
は
、修
学
の

た
め
に
本
市
を
転
出
し
た
後

も
、親
元
の
住
所
地
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
特
例
制
度
で
す
。

手
続
き 

入
学
し
た
場
合
や
在

学
し
て
い
る
場
合
は
「
在
学
証

明
書（
本
年
４
月
１
日
以
降
に
証

明
さ
れ
た
も
の
）」、卒
業
な
ど
に

よ
り
在
学
し
な
く
な
っ
た
場
合

は
「
卒
業
証
明
書
」な
ど
を
持
参

し
、手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
別
世
帯
の
方
が
手
続
き
す
る

場
合
は
、世
帯
主
の
「
委
任
状
」

も
必
要
で
す
。

問
申 

保
健
課
国
保
医
療
係

☎（
24
）５
２
２
４

小
学
校
学
校
給
食
費

完
全
無
償
化
が
始
ま
り
ま
す

内
容 

４
月
か
ら
国
の
学
校
給

食
費
負
担
軽
減
の
取
り
組
み
と

市
独
自
の
支
援
を
あ
わ
せ
、市

内
小
学
校
の
給
食
費
を
完
全
無

償
化
し
ま
す
。な
お
、中
学
校
給

食
費
は
、保
護
者
負
担
分
の
２

分
の
１
相
当
額
を
市
が
負
担

し
、保
護
者
負
担
を
軽
減
し
ま

す
。

問 
学
校
教
育
課
学
校
給
食
班

☎（
24
）５
３
１
６

救急車要請の判断に迷ったときは
「#7119」

お子さん（15 歳未満）の夜間の救急電話相談は
「#8000」

問  保健課 地域医療推進室 ☎（24）5224

　急な病気で救急車を呼ぶか迷った時、ケガをし
て応急手当の方法が分からないときなどに、無料
で相談できる電話相談窓口です。
　看護師や相談員が救急要請や医療機関の案内、
応急手当の方法など、アドバイスを行います。
連絡先  「#7119」または☎ 024（524）3020
受付時間  毎日 24 時間

　夜間に、お子さんの症状に応じた対処法や受診
させるかの判断について、無料で相談できる電話
相談窓口です。
連絡先  「#8000」または☎ 024（521）3790
受付時間  毎日午後 6 時～翌朝 8 時

※この相談では、病気の診断は行いません。 ▲ 専用
　 フォーム

公式 SNS で市の情報を配信しています
LINE・X（エックス）・Instagramは、『＠kitakata_city』
で検索または以下の QR からフォロー・追加でき
ます。

▲ 市公式 LINE ▲ 市公式 X ▲ 市公式
　 Instagram
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し
い
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。日時

４
月
12
日（
日
）
午
前

９
時
～
正
午

場
所
市
民
ロ
ビ
ー（
本
庁
舎

ホ
ー
ル
棟
１
階
）

問
都
市
整
備
課
建
築
景
観
係

☎（
24
）５
２
６
７

「
い
い
で
荘
」の
運
営
が
終
了

内
容
建
物
の
老
朽
化
や
設
備

の
不
具
合
、配
管
の
劣
化
等
が

進
行
す
る
な
ど
、安
定
的
な
状

態
で
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、環
境
セ
ン
タ
ー
山
都

工
場
の
新
た
な
可
燃
ご
み
処
理

施
設
の
検
討
や
、昨
年
度
か
ら

建
設
へ
向
け
た
各
種
調
査
が
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考

慮
し
、「
運
営
継
続
は
困
難
」
で

あ
る
こ
と
か
ら
、３
月
31
日
に

運
営
を
終
了
し
ま
し
た
。

問
財
政
課
管
財
室

☎（
24
）５
２
５
２

総
合
支
所
庁
舎
の

宿
直
業
務
の
見
直
し

内
容
対
応
件
数
や
取
扱
件
数

を
鑑
み
、４
月
よ
り
次
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

①
本
庁
舎
宿
直
員
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
継
続
し
ま
す
。

②
各
総
合
支
所
庁
舎
の
宿
直
員

を
廃
止
し
、周
辺
施
設
の
管
理

な
ど
を
行
う
管
理
人
を
配
置
し

ま
す
。（
午
後
５
時
15
分
か
ら
概

ね
午
後
９
時
15
分
ま
で
）

③
午
後
５
時
15
分
か
ら
午
前
８

時
30
分
ま
で
の
戸
籍
届
出
は
、

本
庁
舎
で
の
収
受
と
な
り
ま

す
。

④
職
員
や
管
理
人
が
不
在
の
時

間
帯
の
緊
急
時
の
受
電
は
、本

庁
舎
宿
直
室
へ
自
動
転
送
し
ま

す
。不在

時
の
緊
急
時
連
絡
先

○
本
庁

　
☎（
24
）５
２
２
２

○
熱
塩
加
納
総
合
支
所

　
☎（
36
）２
１
１
１

○
塩
川
総
合
支
所

　
☎（
27
）２
１
１
１

○
山
都
総
合
支
所

　
☎（
38
）３
８
１
１

○
高
郷
総
合
支
所

　
☎（
44
）２
１
１
１

問
財
政
課
管
財
室

☎（
24
）５
２
５
２

喜
多
方
さ
く
ら
ま
つ
り

内
容
「
日
中
線
し
だ
れ
桜
並

木
」
の
開
花
時
期
に
、市
内
の

桜
の
名
所
や
飲
食
店
な
ど
が
参

加
す
る
喜
多
方
さ
く
ら
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、夜
は
し
だ
れ
桜
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
も
実
施
し
ま
す
。

日
時
４
月
９
日（
木
）～
23
日

（
木
）

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

日
時
４
月
13
日（
月
）～
４
月

19
日（
日
）
午
後
６
時
30
分
～

８
時

場
所
Ｓ
Ｌ
付
近

※
開
花
状
況
に
よ
り
、期
間
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
日
中
線
し
だ
れ
桜
並
木
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎（
24
）５
２
０
０

農
作
物
の

凍
霜
害
対
策
は
万
全
に

内
容
農
作
物
の
凍
霜
害
を
未

然
に
防
止
し
、農
業
経
営
の
安

定
を
図
る
た
め
、５
月
31
日

（
日
）ま
で
防
霜
対
策
本
部
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
霜
注
意
報
発
令
時
に
防
災
ラ

ジ
オ
に
よ
る
注
意
喚
起
を
行
う

と
と
も
に
、関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
、凍
霜
害
防

止
の
た
め
の
技
術
対
策
の
周
知

な
ど
を
行
い
ま
す
。
農
作
物
の

管
理
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
業
振
興
課
生
産
支
援
係

☎（
24
）５
２
３
５

空
き
家
に
関
す
る
相
談
会

内
容
空
き
家
の
こ
と
で
お
困

り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

仕
事
な
ど
で
平
日
に
相
談
が
難

家庭ごみ収集に使用できるごみ袋
　家庭ごみを出す際にごみ袋として使用できるものは、
市指定のごみ袋のほかに、以下の基準を満たす袋を、市
のごみ袋として取り扱っています。

可燃ごみ（燃やせるもの）
透明か半透明（市指定ごみ袋と同程度の透明度）の市販
のポリ袋

大きさ 厚さ
30ℓ以上 45ℓ以下 0.03 ｍｍ以上
20ℓ以上 30ℓ未満 0.025 ｍｍ以上
10ℓ以上 20ℓ未満 0.02 ｍｍ以上

※レジ袋、10ℓ未満のポリ袋は使用不可。
※乳白色など、着色のある半透明の袋は使用不可。

不燃ごみ（燃やせないもの）
市指定ごみ袋のみ
※市販のポリ袋、レジ袋は使用不可。

プラスチック製容器包装
透明の市販のポリ袋。半透明は不可

大きさ 厚さ
30ℓ以上 45ℓ以下 0.025 ｍｍ以上

※レジ袋、30ℓ未満のポリ袋は使用不可。
※ごみを入れたレジ袋を上記のごみ袋に入れて出さない
でください。中身が確認できずリサイクルできません。
　また、肥料袋や段ボールに入れてごみを出さないよ
う、お願いします。
問  市民生活課 環境政策推進室 ☎（24）5285
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

お
知
ら
せ

第
２
期
地
域
福
祉
計
画
・

地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定

内
容
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
豊
か
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
「
地
域

共
生
社
会
」の
実
現
を
目
指
し
、

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課

☎（
24
）５
２
５
７

電
柱
の
カ
ラ
ス
の
巣

見
つ
け
た
ら
情
報
提
供
を

内
容
カ
ラ
ス
が
作
る
巣
の
骨

組
み
に
は
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
、鉄

線
類
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
、停
電
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
電
柱
に
巣
を

発
見
し
た
場
合
は
、情
報
提
供

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
１
７
５
）３
６
６

司
法
書
士
無
料
相
談
会

内
容
不
動
産
・
商
業
登
記
、債

務
整
理
、成
年
後
見
制
度
な
ど

の
司
法
書
士
業
務
の
無
料
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
４
月
11
日（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時

予
約
方
法
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

問
申
福
島
県
司
法
書
士
会
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
81
）５
５
３
９

税
軽
自
動
車
税
の

減
免
継
続
手
続
き

内
容
昨
年
度
に
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
た
方
の
う
ち
、

車
両
の
登
録
状
況
な
ど
に
変
更

が
な
い
方
へ
、４
月
上
旬
に
現

況
報
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
こ

の
報
告
書
は
、今
年
度
も
引
き

続
き
減
免
を
受
け
る
た
め
の
要

件（
車
両
の
登
録
状
況
や
障
害

の
程
度
な
ど
）を
確
認
す
る
も

の
で
す
。

対
象
市
税
条
例
第
90
条
に
基

づ
き
、左
記
の
車
両
で
減
免
を

受
け
て
い
る
方

●
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お

持
ち
の
方
が
所
有
す
る
車
両

●
車
体
の
構
造
が
身
体
障
が
い

者
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
車

両（
車
い
す
移
動
車
な
ど
）

手
続
き
方
法
送
付
さ
れ
た
報

告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
車
両
の
買
い
替
え
や
障
害
等

級
の
変
更
な
ど
、登
録
状
況
に

変
更
が
あ
る
場
合
は
別
途
手
続

き
が
必
要
で
す
。

問
申
税
務
課
市
民
税
班

☎（
24
）５
２
１
７
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

年　
金

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

申
請
新
年
度
受
付
開
始

内
容
20
歳
以
上
の
学
生
で
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
、申
請
に
よ
り
在
学

中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
も
の
で
す
。
学
生
納
付
特

例
の
申
請
が
遅
れ
る
と
、万
が

一
の
際
に
障
害
基
礎
年
金
な
ど

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
続
き
方
法

　
在
学
期
間
が
分
か
る
在
学
証

明
書
の
原
本
、ま
た
は
学
生
証

の
写
し（
両
面
）を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
昨
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制

度
を
利
用
さ
れ
た
方
で
、今
年

度
も
在
学
予
定
の
方
に
は
、今

年
度
用
の
学
生
納
付
特
例
申
請

収
集
で
き
る
粗
大
ご
み

　
家
庭
で
生
じ
た
も
の
で
、指

定
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
袋
や
燃

や
せ
な
い
ご
み
の
袋
に
入
ら
な

い
家
具
、自
転
車
な
ど
の
大
型

ご
み
を
有
料
で
収
集
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、法
律
で
製
造
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
対
象
品（
テ
レ
ビ
、冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
、洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
、エ
ア
コ
ン
）、パ
ソ
コ

ン
、オ
ー
ト
バ
イ
お
よ
び
環
境

セ
ン
タ
ー
山
都
工
場
で
処
理
が

困
難
な
ご
み
は
収
集
で
き
ま
せ

ん
。

　
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
各
家
庭
に
配
付
し
て
い
る

「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
保
存
版
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
５
月
１
日（
金
）～

12
日（
火
）

収
集
日
５
月
25
日（
月
）～
29

日（
金
）の
予
定

申
し
込
み
方
法
申
請
書
を
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
は
窓
口
で
取
得
で
き
ま

す
。

❶
申
請
の
際
に
１
点
５
０
０

円
、１
０
０
０
円
、１
５
０
０
円

の
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を
必
要
数

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
受
け
入
れ
で
き
る
数
は
１
世

帯
に
つ
き
７
点
ま
で

❸
指
定
日
の
午
前
８
時
30
分
ま

で
に
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ

た
ご
み
を
申
請
者
本
人
が
排
出

し
て
く
だ
さ
い
。

❹
専
用
の
収
集
車
で
収
集
し
ま

す
。時
間
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。

費
用
の
免
除
制
度

　

満
75
歳
以
上
の
み
の
世
帯

（
世
帯
分
離
は
対
象
外
）、生
活

保
護
世
帯
、18
歳
未
満
の
子
ど

も
と
同
居
し
て
い
る
母
子
世

帯
、身
体
障
が
い
者
の
み
の
世

帯
な
ど
、一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
費
用
を
免
除
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

問
申
市
民
生
活
課
環
境
政

策
推
進
室

☎（
24
）５
２
８
５
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

家庭の家庭の
粗大ごみ収集粗大ごみ収集

５月

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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書（
ハ
ガ
キ
）が
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
引
き
続

き
制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
場

合
は
、年
度
ご
と
に
申
請
が
必

要
で
す
の
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

利
用
し
て
電
子
申
請
も
で
き
ま

す
。電
子
申
請
の
利
用
に
は
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番

号
が
必
要
で
す
。

問
申 

市
民
課
市
民
窓
口
班

☎（
24
）５
２
２
６
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

電
話
で
の
年
金
相
談

受
付
時
間

●
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の

場
合
は
火
曜
日
）午
前
８
時
30

分
～
午
後
７
時

●
火
曜
日
～
金
曜
日 

午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

●
第
２
土
曜
日 

午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時

問 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

部　門 賞種別 学校名 学年 氏　名

上学年

最優秀賞 姥堂小 5 戸田　ゆり乃
優秀賞 堂島小 6 関本　桜里姫
優秀賞 堂島小 6 左雨　里歩
入　選 関柴小 4 安倍　蒼大
入　選 第ニ小 4 櫻井　悠乃
入　選 第一小 5 遠藤　ほのか

※学校・学年は２月時点

▲ �電子申請（日本年金
機構ホームページ）

　
　

令
和
７
年
度

環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　
２
月
４
日（
水
）、環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
ご
み
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
考
え
よ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、下
学
年
の
部
に
34
点
、上
学
年

の
部
に
21
点
、計
55
点
の
応
募
が
あ
り
、審
査
の
結

果
12
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▶ 

下
学
年
の
部
最
優
秀
賞

　

 

櫻
井  

啓
乃
さ
ん（
第
二
小
１
年
）

▶ 

上
学
年
の
部
最
優
秀
賞

　

 

戸
田 

ゆ
り
乃
さ
ん（
姥
堂
小
５
年
）

部　門 賞種別 学校名 学年 氏　名

下学年

最優秀賞 第二小 1 櫻井　啓乃
優秀賞 第一小 2 板橋　悠貴
優秀賞 駒形小 3 齋藤　宇汰
入　選 塩川小 1 板橋　穂空
入　選 塩川小 1 長谷川　暁良
入　選 堂島小 3 花見　志穂

問  市民生活課  環境政策推進室 ☎（24）5285
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

下水道使用料の激変緩和措置が令和８年５月分（６月お支払分）で終了します
　快適な暮らしと良好な水環境を保つため、安定したサービスを継続してまいりますのでご理解とご協
力をお願いします。
○下水道使用料のモデルケース（１カ月あたり）� （税込、単位：円）

使用
水量

10㎥ 20㎥ 30㎥

現行 措置
終了後 差額 現行 措置

終了後 差額 現行 措置
終了後 差額

下水道
使用料 1,799 1,993 194 3,702 4,028 326 5,715 6,173 458

○下水道使用料表（農業集落排水施設を含む。１カ月あたり）� （税込、単位：円）
使用料区分 現行（激変緩和措置） 措置終了後（令和８年６月分以後）

区　分 汚水量 使用料 使用料 差　額
基本使用料 ６㎥以下 1,086.8 1,232.0 +145.2

従量使用料
（１㎥につき）

６㎥～10㎥ 178.2 190.3 +12.1
10㎥～20㎥ 190.3 203.5 +13.2
20㎥～30㎥ 201.3 214.5 +13.2
30㎥～50㎥ 223.3 238.7 +15.4
50㎥～100㎥ 247.5 264.0 +16.5
100㎥～300㎥ 268.4 286.0 +17.6
300㎥～ 290.4 310.2 +19.8

問  上下水道課 下水道総務係 ☎（24）5250

第
二
中
学
校
・
会
北
中
学
校
閉
校

　
両
校
は
、こ
れ
ま
で
の
日
々
や
育
ん
で
き
た
思
い
出
を
心
に
と
ど
め
、長
い
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。
３
月
13
日（
金
）に
最
後
の
卒
業
式
、３
月
23
日（
月
）に
閉
校
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
両
校
の
歴
史
と
伝
統
を
胸
に
、４
月
か
ら
新
た
な
『
第
二
中
学
校
』
と
し
て
歴
史

を
刻
み
始
め
ま
す
。

統合『第二中学校』の概要
教育目標

１ 心豊かな生徒　　２ たくましい生徒　　３ 創造性に富む生徒
校章・校歌  旧第二中学校校章・校歌を採用
制服・ジャージ  新デザインを採用
通学  スクールバス発着に対応するため、駐車場通路を整備。
行事  第二中学校、会北中学校両校の特色を生かしつつ、新設校としての年間

行事を計画。
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各月の主な特別企画のご紹介

ふくしまデスティネーション

キャンペーン(ふくしまDC)開催！ 6月30日（火）まで》
　県と JR グループが協力して実施する国内最大級の観光誘客キャンペーンを県内全域で開催します。また、

「ふくしま DC 喜多方推進委員会」を立ち上げ、『駅から始まる喜多方物語』をテーマに、皆さんに楽しんでい
ただける特別企画を用意しました。ご来場お待ちしています！

問  ふくしま DC 喜多方推進委員会事務局（商工観光課内） ☎（24）5296
　  【喜多方レトロ横丁に関する問い合わせ】
問  喜多方レトロ横丁実行委員会（会津喜多方商工会議所内） ☎（24）3131

各月の主な特別企画のご紹介
ただける特別企画を用意しました。ご来場お待ちしています！

４４月月
ふくしまＤＣオープニング  きたかたウェルカムフェスタ

日時  ４月４日（土）午前 10 時～午後２時 30 分
会場  喜多方駅前広場
内容

●地元食材を詰め込んだ「喜多方オリジナル弁当」の販売
● 100 年フード（喜多方ラーメン、山都そば、塩川鳥モツ）の販売
●喜多方マルシェ　●カイギュウランドたかさと「化石発掘体験」
●しだれ桜染めハンカチ会津型色差し体験　●喜多方流角打ち「ＳＨＯＳＵＫＥ」０次会体験
●「酒蔵オペラ合唱団」「会津喜多方祭囃子盆踊り保存会」等市内団体によるパフォーマンス

ボンネットバス（レトロバス）運行
内容  日中線しだれ桜並木とＪＲ喜多方駅を結ぶように、レトロなボンネットバスが運行。車内では、「蔵の

まちガイド」が沿線の歴史や桜の物語を紹介します。
日程  ４月 11 日（土）、12 日（日）、19 日（日）、25 日（土）、26 日（日） ※１日１ルート 11 回運行予定
所要時間  ルート① 喜多方駅 → 日中線しだれ桜並木 ７分、

　　　　 ルート② 日中線しだれ桜並木 → 喜多方駅 13 分
料金  運行協力費１ルート１回あたり 500 円
ルート

①喜多方駅⇒さくらまつり臨時大型バス駐車場（高遠工業㈱南側）付近
②さくらまつり臨時大型バス駐車場（高遠工業㈱南側）付近  ⇒  小田付重要伝統的建造物群保存地区経由
　 ⇒  喜多方駅

５５月月
きたかた発酵・醸造マルシェ

日時  ５月 30 日（土） 午前 10 時～午後５時
会場  市役所駐車場内特設会場
内容

●市内事業者による発酵・醸造商品の販売　●味噌・醤油の試食
● 喜多方市と京都府のシェフへ開発を依頼した、喜多方の酒に合う発酵・醸造メニューのクリエイション

実演販売

６６月月
第 20 回喜多方レトロ横丁

日時  ６月 27 日（土） 正午～午後９時、６月 28 日（日） 午前９時～午後４時（予定）
会場  レトロ横丁商店街



広報きたかた　2026. ４ 〇18☎広報に記載の市内電話番号 ☎「「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」」と「「高郷町」」との通話には
市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

休日の当番医（初期救急）･薬局

診療時間：午前９時～午後５時

　　　　　　　各種無料相談を行っています。相談を希望される
方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩み
ごとや困りごとなど気軽に相談してください。

日　時 場　所 相　談　員 予　約　先

行　
政

４月 　６日（月）
午後２時～４時

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

行政相談委員
大堀  由起子

塩川総合支所住民課
☎（27）2111

　　　 ８日（水）
午前 10 時～正午

山都総合支所
相談室

行政相談委員
佐藤　耕治

山都総合支所住民課
☎（38）3811

　　　 ９日（木）
午前９時～11 時

熱塩加納保健福祉
センター（夢の森）

行政相談委員
遠藤　俊一

熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2111

　　　10 日（金）
午後１時～４時

本庁舎１階
相談室

行政相談委員
小原　良一

市民生活課
☎（24）5285

法　
律

４月    21 日（火）
午後１時 30 分

～４時 25 分
本庁舎 1 階
相談室

県司法書士会
会津支部会員

市民生活課
☎（24）5285

　　　24 日（金）
午前 10 時

～午後３時
本庁舎 1 階
相談室

弁護士
山口　大輔

市民生活課
☎（24）5285

消
費
生
活

月～金
（土・日・祝日を除く）
午前９時～正午、

午後１時～４時

本庁舎１階
消費生活センター

消費生活相談員
權瓶　真弓
若林　理香

消費生活センター
☎（24）5353

※法律相談について、同年度内の相談は 1 回限りになります。

　　　　　　　各種無料相談を行っています。相談を希望される各種相談日

休日の輪番制病院（2 次救急）

　　　　　　　 開庁時間内（午前８時 30 分～午後５時 15 分）の
納税相談や来庁納付が難しい方は利用してください。

日　時 場　所 相　談　先
４月   28 日（火）・30 日（木）
午後５時 15 分～７時

税務課窓口
相談コーナー

税務課 税制収納班
☎（24）5219

　　　　　　　 開庁時間内（午前８時 30 分～午後５時 15 分）の納 税 相 談

休　日 病院・医院名・薬局名

４月     ５日（日） 大竹内科（幸町） ☎（22）0241

12 日（日）
小野クリニック（沼田） ☎（22）0414

いいで薬局鳥見山店 ☎（21）1159

19 日（日）
医療生協きたかた診療所（押切東）
☎（23）3611

あすなろ薬局 ☎（21）1124

26 日（日）

地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」（西四ツ谷）

☎（24）5320

磐梯調剤薬局 ☎（23）5347

29 日（水・祝）
喜多方腎・泌尿器クリニック

（西四ツ谷） ☎（23）5531

喜多方あいあい薬局 ☎（23）5786

５月 3 日（日・祝）

くまたクリニック（塩川町東栄町）
☎（28）1233

ファーマライズしおかわ調剤薬局
☎（27）8425

４日（月・祝） 山田産婦人科医院（新道）
☎（22）3032

５日（火・祝）
武田医院（塩川町東栄町）
☎（27）4031

山内薬品薬局 ☎（27）8638

※発熱など、かぜの症状のある方は、事前に電話をし
てから受診してください。

休　日 病院・医院名

４月     ５日（日） 有隣病院（松山町村松第三区）
☎（24）5021

12 日（日） 佐原病院（塗物町） ☎（22）5321

19 日（日） 会津医療センター（会津若松）
☎ 0242（75）2100

26 日（日） 有隣病院（松山町村松第三区）
☎（24）5021

29 日（水・祝） 佐原病院（塗物町） ☎（22）5321

５月  3 日（日・祝） 有隣病院（松山町村松第三区）
☎（24）5021

４日（月・祝） 佐原病院（塗物町） ☎（22）5321

５日（火・祝） 会津医療センター（会津若松）
☎ 0242（75）2100

※事前に電話をしてから受診してください。

　　　　　　　 赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・運動・
育児などについて保健師・栄養士が個別相談に応じます。
相談を希望する方は、事前の電話予約をお願いします。

日　時 場　所 予　約　先
４月   ９日（木）
午前 9 時 30 分～11 時 30 分 保健センター 保健課  健康推進室

☎（23）5834 または各総合支所住民課

　　　　　　　 赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・運動・健 康 相 談

妊娠時期から出産、子育てについての不安
や児童の障がいなどの相談を窓口や電話、
メールで受け付けています。相談内容など
の秘密は厳守します。

日　時 場　所 相　談　先
月～金

（土・日・祝日を除く）
午前８時 30 分

～午後５時 15 分

社会福祉課
または各総合支所住民課

社会福祉課  子ども家庭総合支援班
☎（23）5028 または各総合支所住民課 

子ども・子育て総合相談

▲ 子ども・子育て総合
相談ホームページＱＲコード
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喜多方市美術館 information
「発見！素材の魅力」

　収蔵作品展「発見！素材の魅力」を開催します。
　本展では、近年新しく収蔵された黒沼令の木彫作品や、オーストリアの芸術家フリー
デンスライヒ・フンデルトヴァッサーが監修した陶作品などを展示することで木彫や
ブロンズ像などの立体作品を中心に作品を紹介し、それぞれの素材が持つ魅力をご覧
いただきます。
● 期　間  ４月４日（土）～５月 10 日（日）
● 時　間  午前 10 時～午後 6 時（最終入館は午後５時 30 分）
● 休館日  水曜日 ※４月 29 日、５月６日は開館。４月 30 日（木）、５月７日（木）は休館
● 観覧料  一般 300 円、  65 歳以上 75 歳未満 150 円、  小・中・高校生 100 円、  75 歳以上・未就学児 無料
学芸員によるギャラリートーク
内容  展示内容と作品について解説します。　 日時  ４月 12 日（日）、29 日（水・祝）各日午後２時
場所  市美術館展示室　 講師  当館学芸員　 参加費  無料（申込不要・当日観覧券が必要です）
ワークショップ
内容  身近な素材・スタイロフォームで彫刻を作ります。
日時  ５月２日（土）、３日（日） 午前 10 時～午後３時 30 分（昼休憩あり）
場所  喜多方プラザ第一会議室　 講師  黒沼  令 氏 （彫刻家・郡山女子短期大学部准教授）
定員  10 人（要申込）　 参加費  1,000 円　 申し込み方法  電話または直接、申し込んでください。

● 次回展覧会「後藤學展」 5 月 30 日（土）～7 月 20 日（月・祝） 問  美術館 ☎（23）0404

喜多方プラザ催し物のご案内

問  喜多方プラザ  ☎（24）4611

図書館だより 新刊案内  （一部）
一般図書

・青青といく 永井 紗耶子
・大河の一滴最終章 五木 寛之
・サチコ 群 ようこ
・グレタ・ニンプ 綿矢 りさ
・生きとるわ 又吉 直樹
・私的応答 井戸川 射子
・醬油大全 金内 誠
・夏井いつきの俳句添削事典 夏井 いつき
・トコトンやさしい都市計画の本 宮本 万理子
・つくってあそぶチェコの糸ボタン 久保 よしみ

児童図書
・「個性」ってなんだ ? 砂川 芽吹
・かっこいいピンクをさがしに なかむら るみ
・あめ 荒木 健太郎
・日本史スゴイきょうだい ! 楠木 誠一郎
・ずかん縄文土器 井口 直司
・ねこいる ! いる ! たなか ひかる
・フンブとノルブ こでら れん
・ほしのぎんか いもと ようこ
・だれでもどうぞ 南塚 直子
・わかったさんのマシュマロ 永井 郁子

◆開館時間  ※状況により変更する場合があります。
○火～金 ……… 午前９時 30 分～午後７時
○土 ･ 日 ･ 祝日…午前９時 30 分～午後５時 30 分
◆休館日 ………４月１日（水）～５日（日）、
　　　　　　　  ６日（月）、13 日（月）、20 日（月）、

27 日（月）

問 申  図書館  ☎（22）1855

■こどもの読書週間イベント
　図書館のお仕事を体験してみませんか？
日　時：４月 29 日（水・祝）
　　　　午前 10 時～11 時 45 分
対　象： 市内・北塩原村・西会津町の小学３

年生～６年生（保護者同伴）、５～６人
程度

持ち物： 図書館の貸出カード、ご自宅の本１冊
（装備体験用）、汚れてもいい服装

申　込： ４月７日（火）以降カウンターまたは
電話で申し込んでください。

日　程 イベント名 時　間 場　所 入場方法

4 月 11 日（土） 喜多方酒蔵オペラ
ラ・ボエームを 100 倍楽しむために 開演 午後１時 小ホール

一般　　  3,000 円
学生　　  1,000 円
※当日　 500 円増

5 月９日（土） 松浦航大×よよよちゃん
歌まねスペシャルライブ in 喜多方 開演 午後３時 大ホール 全席指定  5,000 円

※当日券  5,500 円

▲ 木内 克  〈猫〉 1965 年頃、
　 ブロンズ



【表紙の写真】

喜
多
方
の

きたかたフォトニュース

令和８年２月１日現在／人口  40,555 人（男 19,622 人 女 20,933 人） 世帯数 15,928 世帯
１月中の動き／出生  19 人　死亡  75 人　転入 55 人　転出 49 人

　３月 22 日（日）、春の彼岸に『彼岸獅子』が披露され、春の訪れを感じました。彼岸獅子を見学
していた人たちは三体の獅子の勇壮な舞に見入っていました。
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２月 20 日　合同作品展 慶徳公民館２月 20 日　合同作品展 慶徳公民館 ３月 23 日　関柴小学校卒業式３月 23 日　関柴小学校卒業式

３月 15 日　喜多方駅フォトスポット「巨大ラーメンどんぶり」お披露目会３月 15 日　喜多方駅フォトスポット「巨大ラーメンどんぶり」お披露目会
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